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スナイプ級優勝、そして悲願の総合入賞！インカレ団体戦本戦＠西宮

2019.12.1

表彰式後の集合写真。結果を実感し、喜びが爆発しています。
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インカレ前、ホームと言えるくらいにしたかったため、どの大学よりも早く西宮入りしました。大切な場面
でいつも通りに体が動くよう、タイムスケジュールなど生活面からの「環境をつくる」ことを84代のスタンス
とし、この一年やってきました。
とうとう迎えた10/31、初日は２レースを消化してスナイプは僅差で3位。昨年の結果を超えられる期待が膨

らみ、やる気は更に上がっていました。一方、470は揮わず13位スタート。昨年の2日目終了時点と同じムード
でクラスごとに明らかに顔つきが違いましたが、その日のミーティングでは「全員」で総合入賞するというこ
とを再確認しました。「全員」とはレースメンバーだけではなくサポートメンバーも包みます。走る、という
レースメンバーの役職。支える、というサポートメンバーの役職。一人一役職を持ち、チームに徹する「環境
をつくる」ことで、目標に届く。これらを全員で考えて体系化、組織化してきたことには圧倒的な自信があり、
総合力では最強だと思える環境ができていました。
2,3日目は各日スタートするもN旗が上がるレースが1つずつあった中で、470はついに前を走ることを、スナ

イプは逆に悪い展開を経験でき、サポートは柔軟かつ迅速な体制を大会の中で確立でき、レースは無くとも学
びはたくさんありました。
迎えた最終日。結果は470級11位、スナイプ級優勝、そして総合5位。スナイプの優勝が決まり、部旗をかか

げた主将艇が着艇した時、皆が駆けつけ、喜び、涙しました。私は「今年はみんなで勝つことができた。」そ
う思うことができ、感謝の気持ちが溢れてきました。470も最終日かなり奮闘してくれ、サポートも全く不手
際のない円滑な働きをし、無事目標の総合入賞を達成して84代のヨット人生は幕を閉じました。
部員のみんな、そして監督、コーチ、OBの皆様、保護者の皆様、その他すべての京大ヨット部関係者には感

謝してもしきれません。本当に皆様のお力添えなしにはここまで来ることはできませんでした。この場を借り
て、関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。



近畿北陸学生ヨット秋季大会（プレプレ）

今日のマネ飯 today’s dinner

１回生
マネージャー
野阪 ゆみこ

部員たちの体調を支える毎日の食事。その中の一つを紹介します。

～カツカレー～

文：長浜拓哉、村上大介、中村和希、野阪ゆみこ 編集：河村和賀子‐2‐

部員リレーインタビュー member relay interview

日々練習に励んでいる部員の生の声をお届けします。
今回は新４回生スナイプスキッパーの村上大介へのインタビューです。
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村上大介

スナイプスキッパー

Q.ヨット競技の好き
なところは？
A.ヨットは道具に大
きく依存する競技で
す。艇体をはじめ各
種ロープやセールな
どたくさんの道具を
使います。その質に
よってある程度結果
も変わってくるで
しょう。ゆえにセー
ラーたちは自分の乗
るヨットを大事にす
るし愛着を持ってい
るはずです。僕自身、
自分の乗る船に愛着
を持っています。傷
を修理したり、気に
入らないところを改
造したり、自分好み
の色のロープに変え
たり。こういう道具
と向き合っていくの
もヨットの楽しいと
ころであり、好きな
ところの一つです。

Q.今後の目標
A.今年の部の目標は総合3位です。スナイプチーム
ではクラス優勝。個人の目標は、次の全日本イン
カレで個人成績シングルを目指します。引退され
た先輩たちには高い目標へ向かって自分の限界を
超える姿を見せていただきました。その姿を心に
刻み、高い志を持って1年間取り組みたいと思い
ます。そのためには目標に向かって何が足りてい
ないか、目標との距離をどう埋めるかを考えなが
ら過ごしていくことが必要です。目標を見失って
いることがあれば鼓舞していただけると幸いです。

Q.これまでの部活を
振り返って
A.なんとなく楽しそ
うだと入部し、琵琶
湖周航で無邪気には
しゃいでいた1回生
の頃がつい最近のよ
うに思えます。今ま
でやる気が出ず、漫
然とヨットに乗る時
もありました。しか
し、部員との楽しい
時間や大学生活を捧
げたヨットと向き合
えるのもあと1年。
ここからの1年も
ぼーっとしていれば
すぐに終わって引退
でしょう。後悔の残
らないよう「最後の
〜」という言葉を噛
み締め、あの感動の
景色を部員全員で見
られるよう、最後の
1年を全力で駆け抜
けて参ります。 半年間ペアで一緒に全スナにも出場した、現OBの巌氏と。
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